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樹脂 /基板界面付近

セグメンテーションされたドメイン境界をマゼンタ実線で⽰した。

DNN転移学習による手法

元の画像

閾値判定

l 背景
l 樹脂の内部構造と異種物質の含有量を調査するためにX線CT画像の解析が使われる。
l 密度差が⼩さい含有物を含む場合、X線コントラストが低下し適切なセグメンテーション⼿法が求められる（閾値判定では困難）
l 深層学習を⽤いたX線CT画像の解析には通常、⼤量の学習データが必要だが、それを得ることはコストと時間の点で⾮効率。

l 提案
l DDNの転移学習を⽤いて少ない訓練データで効率的に学習モデルを開発する⽅法を提案。
l ⽔を含むエポキシ樹脂のX線CT画像に転移学習を適⽤し、低コントラスト画像に対するセグメンテーション⼿法を評価。

l 結果
l X線CT画像から低コントラストの円形ドメイン構造を正確に検出することに成功。
l 12枚のX線CT画像スライスを⽤いた転移学習で低コントラストデータのセグメント化を実現。
l 研究成果はジャーナル論⽂にて発表され、Editorʼs Choice Collectionにも選出された


